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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、医療的ケアが必要な在宅療養児を支える訪問看護師を対象とした小
児特定看護師が介入する教育プログラムを開発し、評価することである。平成27年度はA県内の訪問看護師を対
象とし、不足とする知識や技術を調査した。その結果をもとに、訪問看護師研修会のプログラムを作成した。平
成28年度と平成29年度は研修会を実施し、評価を行った。平成30年度は、研修プログラムの参加者10名にインタ
ビュー調査を行った。そして、A県における小児の訪問看護の実施状況を調査した。令和元年度と令和2年度は、
研究成果報告書を作成し、関係者に配布した。また、論文を執筆した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify to develop and evaluate the 
examination of intervention education program of pediatric specific nurses for home-visit nurse who 
support home care children.In 2015, we researched insufficient knowledge and skills for home-visit 
nurses in Prefecture A when they practice home-visit nursing for children. We created a education 
program for home-visit nurse workshops on the results. In 2016 and 2017, we practiced the home-visit
 nurse workshops and evaluated. In 2018, we interviewed 10 participants in the education program. 
And we researched the implementation status of the practice of home-visit nurses. In 2019 and 2020, 
we prepared a research result report and distributed it to the people concerned. We wrote the 
treatise. 

研究分野：小児看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
A県内にて、医療的ケアが必要な在宅療養児を支える訪問看護師を対象とした小児特定看護師が介入する教育プ
ログラムを開発し、教育プログラムを実施したことで、A県内の訪問看護師が、在宅療養児の看護を実践する際
の知識や技術が向上した。小児特定看護師の講義を導入することにより、訪問看護師は医学的により専門的な技
術や知識を学ぶことができた。また、A県内における小児の訪問看護の実施率向上に寄与することができた。作
成した教育プログラムは今後も訪問看護師の教育に生かすことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
厚生労働省は、2003 年「医療体制の改革ビジョン」の中で、医療依存度が高い小児が地域で生活で

きる政策を提言し、地域医療連携、在宅支援機能の強化に取り組んでいる。医療依存度の高い小児が

よりよく地域で生活していくには、訪問看護ステーションの役割は欠かせない存在である。 

研究者が平成 2013 年に行った A県の訪問看護ステーションへの調査の結果では、訪問看護ステー

ション 101 施設のうち、小児の訪問看護を行っている施設は 19 施設（20％）であった。実施場所は、地

域差が見られ県西部や北東部では実施が行われていなかった。A 県内では小児の訪問看護の実施率

が低いため、技術や知識の提供を行い、小児の訪問看護が実施可能な施設を増加させる必要があると

考えた。 

一方、申請者の大学では全国に先駆け、2008 年から大学院修士課程で、高度実践看護師として特

定看護師（NP：ナースプラクティショナー）を育成してきた。 小児 NPは高度実践看護師として医学的な

知識や技術を強化して学んでいる。またプライマリ・ケアを目指しているため、在宅の患者の身近な相談

者として対応することが養成の目的とされている。そのため、在宅で活躍する訪問看護師の知識や技

術の強化に役立つと考える。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、A県内の小児の訪問看護の拡大を目指し、小児特定看護師（小児診療看護

師：小児 NP）を講師とした訪問看護師研修会のプログラムを開発し、その効果を判定すること

である。 

 
３．研究の方法 
１)訪問看護や在宅療養児に関する基礎的研究を実施した（2015 年～2019 年）。 

2)小児特定看護師（小児診療看護師：小児 NP）を講師とした訪問看護師研修会のプログラムを

開発し、実施した（2016 年～2017 年）。 

3)訪問看護師研修会のプログラム実施後の評価をした（2018 年）。 

4)訪問看護師研修会の実施後の訪問看護師へのインタビューと A県内の小児の訪問看護の実施

状況を調査した（2019 年）。 

 
４．研究成果 

1)訪問看護に関する基礎的研究 

(1)在宅療養児への訪問看護師の介入に対する母親の意識と満足の実態（学会誌⑤、学会発表②） 

本研究の目的は訪問看護師の介入に対する在宅療養児の母親の意識を明らかにすることであ

る。本研究では 5歳以下の在宅療養児が多く、乳幼児に訪問看護のニードが高かった。呼吸器系

疾患の児は 5割以上であり先行研究と比較して多かった。母親は他者に訪問看護を勧めたい、子

どもの健康状態が安定・回復しているなどの項目で点数が高く、訪問看護に満足していたことが

示唆された。 

(2)小児の訪問看護に対する看護師の知識・技術の不足の認識（学会誌⑥、学会発表④） 

本研究の目的は、訪問看護師を対象に小児の訪問看護に対する知識や技術の不足の認識を明

らかにすることである。小児の訪問看護の経験のない訪問看護師は小児に関連した社会資源と

福祉制度の知識やマネージメント技術の修得が必要であり、小児や家族のニーズに対応した調

整を行う知識と技術が必要であることが示唆された。 

 



2)在宅療養児に関する基礎的研究 

(1)医療的ケアが必要な在宅療養児の母親の技術習得に関する文献検討（学会誌②、学会発表

③） 

 本研究の目的は、医療的ケアが必要な在宅療養児を養育する母親の医療的ケアの技術や、観察

方法の習得と医療職の支援について、研究の現状と今後の課題を検討することである。母親が児

の状態把握と判断をすることは困難であり、NICU から在宅への移行期に医療職が介入すること

は、重要であることが示唆された。 

(2)在宅療養児の母親が医療的ケアの技術を実践するプロセス（学会誌③、学会発表①） 

本研究の目的は、医療的ケアが必要な子どもの母親が在宅で医療的ケアを実践するプロセス

を明らかにすることである。『ケアの根拠への気づき』『分析的思考の取得』『察知可能になる』

の 3つのカテゴリーを生成した。母親が、医療的ケアを実践するプロセスは、段階的に変化して

いた。看護師は、段階に応じた看護師の支援が必要であることが示唆された。 

(3）在宅療養児の母親が子育ての喜びを感じるまでのプロセス（学会誌④、学会発表⑥） 

本研究の目的は、在宅療養児の母親が子育ての喜びを感じるまでのプロセスを明らかにし、

母親や家族への支援を検討することである。『子どもの状況に混乱』『子育てへの戸惑い』『子ど

もの成長発達を実感』の 3つのカテゴリーが抽出された。母親が『子どもの状況に混乱』して

いる時期は、家族の情緒的サポートが大切であり、看護師は親子の関係を促進するような働き

かけが必要であることが示唆された。 

(4)在宅療養児の父親が医療的ケアの技術を獲得するプロセス（学会誌⑦、学会発表⑪⑫） 

本研究の目的は医療的ケアが必要な在宅療養児の父親が子どものケアや体調管理の技術を獲

得するプロセスを明らかにすることである。カテゴリーは『ケアにチャレンジ』、『分析的思考の

取得』『ケア・判断の自立』を抽出した。時を経てもケアの中心は母親であり、父親の場合は症

状の推測はするが、予測はできていなかった。 

 

3）訪問看護師研修会のプログラム開発と実施及び評価 

(1)医療的ケアが必要な在宅療養児の訪問看護師研修会に小児診療看護師（NP）が介入する取り

組み（学会発表⑧⑨） 

本研究の目的は、A県における在宅療養児の訪問看護の普及と質の向上を目指して小児診療看

護師（NP）が介入するプログラムを開発し、研修会の効果をプログラムの有効性、小児診療看護

師の講義の意義、今後の訪問看護師の活動への応用について評価することである。プログラムは

1日 3コマ合計 7日間のコースを 2回実施し、実施後の調査を行った。研修実施前後を比較する

とすべての項目で中央値が実施前より、高得点となり、有意差が見られた。また、自由記述では

小児特定看護師の講義は「エビデンスに基づいていた。」などの意見が見られた。研修会の効果

はあったと考えられるが、参加者の 44％が小児の訪問看護の未経験者であったため、継続的な

サポートが必要であることが示唆された。 

(2)重症児看護の研修会を受講後の訪問看護師の看護実践（学会発表⑰） 

 本研究の目的は、重症児看護の研修会を受講後の訪問看護師が看護実践を行うプロセスを明

らかにすることである。分析の結果、『研修受講前の困難』、『研修の活用』、『重症児の訪問看護

を納得』のカテゴリーに分類された。研修受講後の訪問看護師は、訪問看護師の役割は在宅療

養の保証という考えに至っていた。しかし、緊急時の判断が困難であり、社会資源の活用が苦

手であるため、更に学びが必要であると感じていた。 

(3)大分県内における小児の訪問看護の実施状況の実態調査（学会発表⑯） 



本研究の目的は、A県内の小児の訪問看護の実施率、実施地域と訪問看護ステーションの実施

状況を調査し、今後の課題を検討することである。小児の訪問看護を実施していない施設は、45

カ所（73.8％）であった。実施していない理由としては、患者からの依頼がない 25 人（41.0％）

であった。今回の調査では、全県で実施されており、小児の訪問看護を実施する地域の拡大がな

されたと考える。訪問看護ステーションで行っている看護については、社会資源の活用や関係機

関との連携が今後の課題であることが示唆された。 
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